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Ⅰ 研究主題設定の理由 

文部科学省は，「今後の英語教育の改善・充実方策について 報告～グローバル化に対応した英

語教育改革の五つの提言」の中で，小学校中学年から外国語活動を開始すること，高学年では学習

の系統性をもたせるために教科として行うことを挙げるなど，英語教育の改革を推進している。 
伊佐市は，文部科学省の「英語教育強化地域拠点事業」の指定を受け，３年計画の１年次の実践

を始めている。具体的には，新たに第３・４学年で外国語活動が週１時間導入され，第５学年にお

いては，従来の外国語活動が継続されている。そして，第６学年では，本年度，教科型の英語科と

して週１時間の授業が行われ，来年度以降は，第５・６学年において週２時間の英語科の授業が行

われる予定となっている。また，本年度から第６学年に文字指導が取り入れられ，近隣の中学校や

高等学校と連携しながら，英語教育の充実が図られている。 
小学校外国語活動の目標は，外国語を通じてコミュニケーション能力の素地を育成することであ

る。そのため，「小学校学習指導要領解説外国語活動編」には，音声や基本的な表現の習得に偏重

して指導したり，スキル向上のみを目標とした指導が行われたりすることは，本来の外国語活動の

目標とは合致しないことが記されている。本校においても，その趣旨を踏まえて，ＡＬＴとのチー

ムティーチング（ＴＴ）で授業を行ってきたが，前時に扱った表現を振り返ったり，改めて慣れ親

しませたりする活動に時間が掛かり過ぎてしまうなどの課題が見られた。また，表現に十分に慣れ

親しませたつもりでも，多くの児童が，その場で使いたい英語を使うことができず，自己表現の場

面で戸惑ったり，ＡＬＴに自信をもって英語で話し掛けることができなかったりするなど，自ら英

語でコミュニケーションを図ろうとする姿はほとんど見られなかった。 
その要因としては，次の２点が考えられる。一つは，従来の活動の多くが，英語を使ったコミュ

ニケーションの楽しさや大切さを実感させるまでに至らず，「伝わった」という喜びを児童に感じ

させることができていなかったことである。もう一つは，各単位時間のつながりを重視せずに授業

が行われた結果として，単元全体を通して言語や文化に対する体験的な理解を十分に深めさせるこ

とができず，「分かった」という喜びを味わわせることができていなかったことである。 
これらのことから，自ら英語でコミュニケーションを図ろうとする児童を育成するためには，「伝

わった」，「分かった」という喜びを感じさせていくことが重要だと考えた。そのためには，児童が

言語や文化への体験的な理解を十分に深め，外国語の音声やリズムに慣れ親しんだ結果として，定

着した音声や表現などの使える英語が増えていくような指導の工夫が必要だと考えた。また，その

ために，児童が言語をどのように習得していくかを知る必要があると考え，母国語と異なる言語の

習得に関する第二言語習得の研究の工夫を取り入れることとした。 
そこで，本研究では，先行研究等に基づき第二言語習得の過程を整理し，基本的な表現の定着に

焦点を当てた学習指導の工夫を行うことで，自ら英語でコミュニケーションを図ろうとする児童を

育てることができるのではないかと考え，本主題を設定した。 

 
Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

(1) 学習指導要領や先行研究などを基に，第二言語習得の過程について明らかにする。 
(2) 実態調査から指導上の課題について明らかにする。 
(3) 第二言語習得研究に基づく言語習得の過程を踏まえた単元の指導モデルを作成する。 
(4) 基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指導の工夫をする。 
(5) 検証授業の分析を通して，研究の成果と課題について明らかにする。 
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２ 研究の仮説 

外国語活動において，第二言語習得の過程を明確にして基本的な表現の定着に焦点を当てた単

元の指導モデルを作成し，学習指導の工夫を行えば，自ら英語でコミュニケーションを図ろうと

する児童を育てることができるのではないか。 
 

３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 研究主題に関する基本的な考え方 

(1) 「自ら英語でコミュニケーションを図ろうとする児童」とは 

      研究主題の「自ら英語でコミュニケーションを図ろ

うとする児童」は，コミュニケーション能力の素地を

しっかり身に付け，自ら英語で話し掛けたり伝え合お

うとしたりする児童と考える。「コミュニケーション

能力の素地」とは，『小学校学習指導要領解説外国語活

動編』に示される「言語や文化に対する体験的な理解」

や，「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度」，「外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ」

を指す。「言語や文化に対する体験的な理解」とは，国

語や我が国の文化を含めた言語や文化に対する理解を，知識のみによってではなく，体験を通

して理解を深めることである。「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」とは，積極

的に自分の思いを伝えようとするなどの態度である。「外国語の音声や基本的な表現への慣れ

親しみ」とは，児童の柔軟な適応力を生かして，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ，

聞く力などが育成されていることである。これらのことから，児童の具体的な姿を，体験を通

して理解した言語や文化を基に，積極的な態度で，慣れ親しんだ表現を使いながら，自ら英語

で話し掛けたり伝え合おうとしたりする姿と捉えた（図１）。  
  (2)  「基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指導の工夫」とは 

ア 「基本的な表現の定着」とは 

各単元で，児童が慣れ親しむ表現や語彙は，様々

なものが考えられる。そこで，本研究では，扱う表

現をまとめた上で授業に臨むことが大切だと考え，

文部科学省の示す Hi, friends!の年間指導計画例に

取り上げられている表現や語彙と，単元ごとに扱わ

れる既習事項を「基本的な表現」と捉え，指導を行

うこととした。 
基本的な表現が「定着」した状態とは，児童が，

出合った表現や語彙に，活動や体験を通してその音

声やリズムに十分に慣れ親しみ，その結果，友達や

ＡＬＴと英語を使ってやりとりができるなど，英語

を運用できる状態と考える。 
具体的には，道案内の単元では，“station”，“Turn right.”，“Where is the station?”等 

    の表現や語彙に慣れ親しみ，“Where is the station?”と尋ねられた際に，その意味を理解し 
て“Turn right.”等の適切な表現を瞬時に選択し，道案内ができる状態と考える（図２）。 

図２ 基本的な表現の「定着」の過程 

本研究 まとめ 基礎研究 

研
究
の
仮
説 児童の実態 

時代の要請 

指導上の課題 

(1)  学習指導要領や先行研究等を基
に第二言語習得の過程について明
らかにする。 

(2) 実態調査から指導上の課題につ
いて明らかにする。 

検
証
授
業
の 

実
施
と
考
察 

研
究
主
題 

研
究
の
成
果
と 

今
後
の
課
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図１ 自ら英語でコミュニケーションを図ろうと
する児童 

(3) 第二言語習得研究に基づく
言語習得の過程を踏まえた単
元の指導モデルを作成する。 

(4) 基本的な表現の定着に焦点
を当てた学習指導の工夫をす
る。 
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イ 「基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指導の工夫」とは 

      基本的な表現の定着に焦点を当てた指導を行うために，本研究では，村野井*1）（2006）の

第二言語習得研究を基にすることとした。なぜなら，学習者が第二言語を習得していく過程

を，外国語活動の目標に沿った従来の「表現に出合い，慣れ親しみ，コミュニケーションを

図る」という指導過程に組み込むことが，指導過程をより具体的にし，定着に焦点を当てた

学習指導を行う際に，効果的だと考えたからである。 
そこで，まず，第二言語習得の過程を明確にするために，第二言語習得の認知プロセスの

詳細を整理した（表１）。認知プロセスとは，第二言語を習得していく過程で，「気付き」か

ら「理解」，「内在化」，「統合」までの学習者の内部で起きる変化である。このプロセスを経

て，学習者は，段階的に第二言語を言語知識として定着させ，最終的には運用する能力を身

に付けていくとされている。 
 

認知 
プロセス 

学習者の中に起きる変化 学習者の中に起きる変化の詳細・留意点 

気付き 

・ 自分の耳や目を通して入ってくる言語
項目（語彙，文法，音など）に注意を向
ける。 
 

・ 全体の意味は大体分かるが，分からないこ
とも少しはあるようなインプットが言語習得
を促進する気付きを引き起こす。 

・ 全く理解できないインプットを大量に聞い
ても，気付きは起こらない。 

理  解 

・ 言語の形式と意味のつながりやその形
式が果たす機能を理解する。 

・ 言語データの中に規則性を見付けて言
語の形式・意味・機能の間の関係に関し
て一種の仮説を立てる。 

・ 内容のあるもの，コンテクストのあるもの，
本物のコミュニケーションとして生み出され
たものをインプット・ソースとして，大量に，
かつ，適切（質的）に取り入れることが大切
である。 

内在化 

・ 仮説を検証するプロセスを踏むこと
で，言語知識を育てる。 

・ 自分の仮説と言語のインプットに含ま
れる発話が合致しているかを確認する。 

・ 仮説に基づいて行った発話が，相手にうま
く理解された場合には，仮説は認証される。 

・ 発話が伝わらない，誤解されたなどという
場合には，仮説を修正したり棄却したりする。 

統  合 
・ 言語知識が自由に瞬間的に使える長期
記憶として学習者の言語運用を司るシ
ステムに組み込まれていく。 

・ 統合を促進するためには，実際に目標言語
を使用すること，特に，アウトプット活動を
行わせることが重要である。 

 

２ 外国語活動に関する実態調査の分析と考察 

(1) 実施状況 

  ア 調査の目的 

児童が，これまでの外国語活動の内容について，どのように捉えているかを把握する。ま

た，第５学年の学習内容の定着度を調査し，コミュニケーション活動への意識との関連をま

とめると同時に一人一人の実態を把握する。そして，第二言語習得研究を生かしながら，そ

の課題を解決するための手立てを考察し，指導の方向性を定めることとした。 

     イ 調査の対象 

本校第６学年児童14人 

     ウ 調査の時期 

       平成27年６月上旬 

(2)  外国語活動の内容に関する項目 

活動内容に関する意識調査（図３）では，「楽しいこと」に「ゲーム」を選んだ児童が多く，

理由としては，「面白い」，「競争できる」という回答が多く，コミュニケーションを，楽しいと

感じる理由に挙げる児童はいなかった。「ジェスチャーや絵で伝える」を選んだ児童の中に，

「英語を使わなくていい」，「簡単にできる」という理由を挙げる児童もいた。 
*1) 村野井 仁著『第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法・指導法』 2006 大修館書店 

表１ 第二言語習得の認知プロセス 
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一方，「英語を聞く」，    

「スピーチや発表」，「英

語での会話」の３項目に対

する回答からは，外国語を

用いたコミュニケーション

活動を楽しくないと感じて

いる児童が多い傾向が見ら

れる。理由としては，「難

しい」，「分からない」，

「覚えられない」などの

できないことへの不安が多

かった（図３）。 

ＡＬＴへの接し方では，日本語に頼る児童が６割を超え，英語でコミュニケーションを図る

ことに消極的であることが分かる（図４）。なお，「英語で聞いたり話したりする」を選択した

児童は英語を覚えることが得意だったり，習い事として英語を習っていたりする児童であった。 
また，ＡＬＴに伝えたい事が伝わらなかった際に，ゆっくり言ったり別の言葉で言い換えた

りするなどして，何とかして伝えようとする児童は少なく，友人や教師に頼ってしまう児童が

多かったり，あきらめてしまう児童もいたりすることが分かる（図５）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 学習内容に関する調査 

これまでの授業で，活動のルールや授業の流れの説明

は，日本語で行うことが多かった。したがって，ここで

の授業内容の理解とは，児童が，活動で扱われる英語の

理解について回答したものであると考えられる。調査の

結果では，「理解している」，「どちらかといえば理解し

ている」を合わせると７割を超えていた（図６）。しか

し，29％の児童は「どちらかといえば理解していない」

と答えており，英語を使えなかったり分からなかったり

すると感じていたと思われる。 

学習内容をどの程度覚えているかについては，聞き取りによるアンケート調査を行った。そ

の結果，挨拶，動物，果物など，日常生活でよく聞いたり使ったりしている語彙は答えること

ができたが，教科名や文房具など，日常生活であまり触れられない英語に関しては，戸惑った

りうまく表現できなかったりする児童が多かった。文を用いた表現に関しては，英語で質問す

ることはできないが，英語で質問されたことに答えることのできる児童が多かった。また，個

人差が大きく，表現の定着が極端に低い児童も見られた（表２）。 

  

図６ 授業内容の理解 

図５ ＡＬＴに伝えたい事が伝わらない時の対応（複数回答） 図４ ＡＬＴへの接し方 

（人） 

図３ 活動内容に関する意識 

楽しくない活動

スピーチや発表

英語での会話

楽しい活動

(人) 6      4      2       0      活動内容      0      2      4      6      8     10    12    14(人)

ゲーム

外国の文化

歌やチャンツ

ジェスチャーや絵で伝える

英語を聞く

12

３

１

１

１

３

４

５

６

３

0

５

１４

71％ 
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      表２ 学習内容の聞き取りアンケート結果  

問 題 項 目 
正答
(人) 

１ 教師が英語で言わなかった言葉を選ぶ。
（４択） 

(1)あいさつ 12 
(2)動物 14 
(3)果物 13 
(4)身の回りの物 ２ 
(5)教科 ８ 

２ 絵を見て，質問に答える。 
※ 単語のみの受け答えでも，聞かれている
意味を理解していればよいこととした。  

How many? １ 
What’s this? 12 
What would you like? 10 
What do you like? １ 

３ 教師が英語で言った言葉合うイラストを
選ぶ。（気分） 

hungry 14 
happy 10 
sleepy 14 
fine 10 
tired ９ 
sad ９ 

４ イラストが描かれたカードについて教師
に日本語を使わずに説明する。 

絵 ２ 
ジェスチャー ２ 
いろいろな英語 ７ 
黙る。あきらめる。 ４ 

５ 学習内容の聞き取り（語彙） 
・ 挨拶   ・ 気分  ・ 動物  
・ 数字   ・ 果物  ・ 色  
・ 教科   ・ 曜日  ・ 食べ物 
・ スポーツ ・ 身近な物   

     

日常的な表現，抽象的な表現どちらに
もおおむね慣れ親しんでいる。 

５ 

日常的な表現にはおおむね慣れ親しん
でいるが，抽象的な表現にはあまり慣
れ親しんでいない。 

２ 

日常的な表現，抽象的な表現どちらに
もあまり慣れ親しんでいない。 

７ 

(4) コミュニケーション活動への意識と学習内容の定着度との関連 

コミュニケーション活動への意識と学習内容の定着度との関連を明らかにするため，児童一

人一人の回答を整理してまとめた（図７）。その際，図３で「英語を聞く」，「英語での会話」，

「スピーチや発表」を楽しくないと選択した児童は，コミュニケーション活動への意識が低い

と見なしている。その結果，コミュニケーション活動への意識が低い児童は，第５学年時に学

習した基本的な表現への慣れ親しみが十分ではない傾向が見られた。一方で，表現への慣れ親

しみが十分でもコミュニケーション活動への意識が低い児童も２人いた。コミュニケーション

活動への意識が低い児童について更に分析したところ，コミュニケーション活動を苦手とする

理由としては，「難しい」，「分からない」，「話せない」などが多く，特に英語でのスピー

チや発表，会話に抵抗を感じている児童が多かった（表３）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

低い 

図７ 定着度とコミュニケーション活動への意識の関連 

 

コミュニケーション 

活動への意識 

日常的な表現， 抽象的
な表現ともに定着度が
高い 
２人（F,G） 

学習内容の定着度 

高い 

低い 

高い 

日常的な表現， 抽象的
な表現ともに定着度は
高い 
３人（A,B,C） 

日常的な表現の定着度
は高いが 抽象的な表現
の定着度は低い 
２人（D,E） 

日常的な表現， 抽象的
な表現ともに定着度は
低い７人 
（H,I,J,K,L,M,N） 

A～Nは，児童

を表す。 
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(5) 実態調査から考えられる課題 

実態調査の結果分析を踏まえ，外国語活動の評価の観点ごとに課題をまとめたところ，児童

に単元全体を通して，「伝わった」，「分かった」という喜びを感じさせることの大切さが浮

かび上がってきた（表４）。 
特に，コミュニケーション活動への意識が低い児童には，学習内容の定着度の低い傾向が見

られたことから，児童に外国語の音声やリズムにより慣れ親しませながら，使うことができる

表現や語彙を増やす工夫が大切だと考えた。そこで基本的な表現に焦点を当てた学習指導の工

夫を行うこととした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指導の工夫 

(1) 認知プロセスを踏まえた単元の指導モデル 

実態調査から考えられる課題を解決するために，基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指

導の工夫を行うこととした。その際，第二言語習得の認知プロセスの考え方を授業に取り入れ

ることが有効だと考え，単元の指導モデルを作成することとした。以下に，外国語活動で考え

られる認知プロセスを踏まえた活動内容を示す（表５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４ 実態調査から考えられる課題 

表３ コミュニケーション活動への意識が低い児童（Ｆ～Ｎ）の分析 

児童 楽しくない活動 理 由 
F 英語でのスピーチや発表 英語が分からなくて，恥ずかしい 
G 英語でのスピーチや発表，会話 英語は好きだけど会話が難しい 
H 英語でのスピーチや発表 苦手で，難しい 
I 英語を聞く，会話 言葉を言ったり聞いたりする時に発音が難しい 
J 英語を聞く 言っている意味が分からない 
K 会話 英語が話せない 
L 英語でのスピーチや発表 発表が苦手だ 

M 
英語でのスピーチや発表，会話 
英語を聞く 

難しくてできない 

N 
英語でのスピーチや発表，会話 
英語を聞く 

苦手で，覚えられない 
よく分からない 

認知 

プロセス 
活 動 内 容 

気付き ・ 興味のある内容の表現や，ある程度理解できる表現を聞く。 

理  解 ・ 何度も聞いたり真似したりしながら語彙や表現の意味と使い方の仮説を立てる。 

内在化 
・ 友達や教師と伝え合う活動を通して，自分の仮説が合っているかを確かめる。 

・ 正しい表現と自分の言った言葉が合致するかを比べながら確かめる。 

統  合 
・ 絵や写真，文字を見ながら，繰り返し言ったり，瞬時に言ったりする。 

・ 慣れ親しんだ表現の中から情報に合った表現や語彙を選択して表現する。 

 

表５ 認知プロセスを踏まえた外国語活動での活動内容 

評価の観点 課 題 

コミュニケー
ション 

１ コミュニケーションの楽しさを実感している児童が少ない。 
２ ＡＬＴと英語でコミュニケーションを図ろうとしなかったり，伝えること

をあきらめたり，消極的な児童が目立つ。 

慣れ親しみ 
・ 

気付き 

３ 分からないことやできないことへの不安がコミュニケーション活動への不
安につながっている。 

４ 表現や語彙への慣れ親しみが十分でない児童ほど，英語を使ってコミュニ
ケーションを図ることへの意識が低い。 
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認知プロセスを踏まえた活動を単元全体で効果的に位置付けるに当たっては，単位時間の学

習過程と各認知プロセスの内容を照らし合わせた（表６）。その際，単元全体の指導過程の基

としたのは，「表現に出合い，表現に慣れ親しみ，その表現を使ってコミュニケーションを図

る。」という，従来の外国語活動の一般的な学習過程である。本研究においては，特に，慣れ

親しむ活動とコミュニケーションを図る活動を往復しながら，より基本的な表現に慣れ親しむ

ことができるような指導過程とすることに留意した。 
なお，一つの単元の中に既習事項と新しい表現等が，複数組み込まれている場合には，児童

の実態に応じて見直すこととした。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図８は，各単位時間の学

習過程と，認知プロセス，

活動内容，児童の様子をま

とめた単元の指導モデル

であり，このモデルに即し

て学習指導を工夫するこ

ととした。なお，ユニバー

サルデザインの考えと，聞

いた音声を文字で確認す

ることで理解度が増すと

いう，白井＊2）（2012)の研

究を基に，本研究では，文

字を取り入れることとし

た。ただし，ここでは，児

童に文字を書かせること

を目的とはせず，音声で聞

いた表現を指で追わせたり，掲示物に文字を添えたりするなど，音声の補助としての扱いに留

めた。 
*2) 白井恭弘 著『英語教師のための第二言語習得論入門』 2012 大修館書店  

表６ 認知プロセスを踏まえた単元全体の指導過程 （ ）は５時間扱いの単元の場合 

時間 認知プロセス 具体的な活動内容と児童の様子 

第
１
時 

気付き 
・ 興味のある表現に触れる。 
・ ある程度理解できる表現を聞く。 

理 解 
・ ある程度理解できる表現を何回も聞きながら，表現や語彙の意味

と使い方の仮説を立てる。 

第
２
時 

理 解 
・ 第１時で聞いた表現を繰り返し聞くことで，表現や語彙の意味と

使い方の仮説をしっかりと立てる。 
内在化 ・ 友達や教師と伝え合う活動を通して，仮説の正しさを確かめる。 

理 解 
・ 伝えてみて，仮説が正しくなかったら，改めて聞き直し，仮説を立

て直す。 

第
３
（
３･

４
）
時 

理 解 
・ 伝えてみて，仮説が正しくなかったら，改めて聞き直し，仮説を立

て直す。 

内在化 
・ 伝え合う活動や聞く活動を繰り返して，使い方の仮説を確かなも

のにしていく。 

統 合 
・ 瞬時に言ったり繰り返したりする活動を通して，表現や語彙をす

ぐに引き出せる状態にする。 

第
４(

５)

時 

内在化 
・ 伝え合う活動を繰り返して，使い方の仮説を確かなものにしてい

く。  

統 合 
・ 瞬時に言ったり繰り返したりする活動を通して，表現や語彙をす

ぐに引き出せる状態にする。 
・ 慣れ親しんだ表現の中から，選択して表現する。 

 

図８ 認知プロセスを踏まえた単元の指導モデル 
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図９ 予想される児童の様子 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９は，認知プロセスを踏まえた単元の指導モデルに沿って授業を行った際に予想される児

童の様子を Hi, friends!2 の“When is your birthday?”を例にまとめたものである。 
    最初は，「気付き」のプロセスである。児童は，“When is your birthday?”，“My birthday is 

June 10th．”というある程度理解できる表現を聞き，「誕生日の話かな。」などと考える。 
次は，「理解」のプロセスである。児童は，“When is your birthday?”，“My birthday is ～．”

と月や日付等の条件を少し変えた表現を聞いたり，真似したりする中で，表現や語彙の意味と

使い方の仮説を立てる。仮説の例としては，「自分の誕生日を答える時は，“My birthday～．”

と言うのかもしれない。」，「月を先に言って，日付を後で言うのかな。」などが考えられる。 
 第三は，「内在化」のプロセスである。児童は，伝え合う活動を通して，「理解」のプロセス  
で自分なりに立てた仮説を確かめる。このプロセスで正しく伝えることができた児童は，「統

合」のプロセスに進むこととなる。「月が正しく言えなかった。」，「“When is your birthday?” 
がしっかり言えなかった。」など，うまく伝えられなかったと感じた児童は，もう一度「理解」 
のプロセスに戻り，聞いたり真似したりする活動を通して仮説を立て直すことになる。つまり， 
「理解」と「内在化」を繰り返しながら，「統合」に向かっていくこととなる。 

    最後に，「統合」のプロセスである。児童は，繰り返し言ったり，瞬時に言ったり，選択して

言ったりしながら，状況に応じた表現や語彙を瞬時に選択して言えるようになる。「パッと言え

ない。」などと感じた児童は，「統合」の活動を繰り返して，「統合」が図られることとなる。 
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(2)  単元の指導モデルに即した学習指導の工夫 

単元の指導モデルをより効果的なものにするために，以下のような学習指導の工夫を行った

（表７）。設定に当たっては，実態調査から明らかになった課題（表４）との関連も考慮し，

これらの工夫が課題解決に向けた手立てとなるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そして，工夫１～３を単元の指導モデルに位置付け，実践することとした。 
具体的には，工夫１は，認知プロセスの全てのプロセスに関わるため，工夫１のそれぞれの

工夫を各プロセスの活動内容に位置付けていくこととした。工夫２は，児童が活動や単元の目

的を常に感じながら活動できるようにするために，全プロセスに関連させることとし，工夫３

は，単位時間ごとの学習内容をつなぐため，授業外に設定し，各単位時間の間の工夫として設

定した。 
これらを，単元の指導モデルと研究の工夫の関連としてまとめた（図 10）。各工夫の詳細に 

ついては，次の項で述べることとする。 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導の工夫 課題（表４）との関連 

【工夫１】 認知プロセスを踏まえた学習活動の工夫 
ア 単元の指導計画における活動の内容と位置付けの工夫 
イ 課題設定の工夫 
ウ スキットの工夫 
エ 文字の使用と掲示物の工夫 

１，２，４ 

【工夫２】  見通し，振り返りの工夫 ３ 

【工夫３】 単位時間ごとの学習内容をつなぐ工夫 ４ 

表７ 学習指導の工夫と課題との関連 

図10 認知プロセスを踏まえた単元の指導モデルと研究の工夫の関連 
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(3)  認知プロセスを踏まえた学習活動の工夫【工夫１】 

     児童のコミュニケーション活動への意識を高めるために，基本的な表現により慣れ親しみな

がら，「伝わった」，「分かった」と実感できるような活動や課題の工夫を行う必要があると

考え，次のア～エを設定した。なお，本研究では，Hi, friends!2  Lesson 3，5，6 の単元での 

活動を考えた。 

ア 単元の指導計画における活動の内容と位置付けの工夫 
児童が，基本的な表現により慣れ親しみながら「伝わった」，「分かった」と実感できるよ

う，認知プロセスに沿って活動を整理した（表８）。その際，これまで実施していた活動の

ルールを変更したり，新しい活動を開発したりした。なお，同じ活動でも，意図する目的や

扱う認知プロセスが違う場合には，それぞれのプロセスに位置付けた。授業を行う際には，

この表の中から，その時間の認知プロセスや目的に合った活動を選択した。それぞれの認知

プロセスの活動とその目的，内容を以下にまとめて示す。 
 

認知 

プロセス 
活動名 活動方法 

気付き 
・ スキット 
 

・ ある程度理解できる言葉や，ジェスチャーで表現され
た場面を見る。 

理 解 

・ スキット 
 

・ 表現に何度も触れて，どんな場面か，どんな言葉が
聞こえてきたかなどを友達と確認する。 

・ 並べようゲーム ・ 聞こえた順番通りにカードを並べる。 

・ ビンゴゲーム 
・ カルタゲーム(取り手) 

・ 表現を聞きながら，カードを裏返したり取ったりする。 

・ おはじきゲーム ・ 自分で選んだ絵の上におはじきを置く。教師がその
表現を言ったら，おはじきを取る。 

・ 道案内ゲーム（動く） ・ よく聞いて，道案内の指示通りに動く。 

・ 歌 ・ 単元で扱われる表現を含んだ歌を聞く。 

・ チャンツ ・ チャンツを聞いて，真似をする。 

・ ジェスチャーゲーム ・ ジェスチャーを見て，友達と考える。 

内在化 

・ スキット ・ 慣れ親しんだ表現を聞いて自分の仮説を確かめる。 

・ チャンツ ・ 自分で確かめながら，チャンツを歌う。 

・ 「20を言ったらダメよ」ゲーム ・ 20を言わないように一人が言える最大の数を決めて 
数字を交代で言っていく。 

・ ステレオゲーム ・ 一斉に様々な言葉を言う。 

・ カルタゲーム 
（読み手・取り手） 

・ 読み手と取り手に分かれて行う。 
 

・ 道案内ゲーム（動く・指示する） ・ 友達同士で，指示通りに動いたり指示したりする。 

・ 「Turn right」ゲーム 
（決まったフレーズ） 

・ 目を閉じて，指示を繰り返しながら動く。 

・ インタビューゲーム ・ 友達とインタビューをし合う。 

・ ラインゲーム 
 

・ ２チームに分かれて，両端から順にカードの英語を
言っていく。 

・ ミッシングゲーム ・ なくなったカードは何かを当てる。 

・ ジェスチャーゲーム ・ ジェスチャーを見て，一人で考える。 

・ フラッシュカード（語彙） ・ 瞬間的に表示されるカードを見て，英語を言う。 

統 合 

・ キーワードゲーム 
 

・ 表現を繰り返し言いながら，キーワードが聞こえた 
ら反応する。（消しゴムを取るなど） 

・ チャンツ ・ リズムに合わせて繰り返す。 

・ ３ヒントクイズ（答える） ・ ある言葉に対する三つのヒントを聞いて答える。 

・ インタビューゲーム 
（様々なやりとり） 

・ 友達とインタビューし合う。 
 

・ ミッションゲーム ・ ミッションで指定された相手を探すために，インタ
ビューし合う。 

・ フラッシュカード（語彙） ・ カードの単語を瞬時に言う。 

・ フラッシュカード（表現） ・ カードの場面に応じた表現を瞬時に言う。 

表８ 単元指導計画における活動一覧 
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イ 課題設定の工夫 
児童に「伝わった」と実感させるために，課題の設定を工夫し，関心・意欲・態度を高め

るとともに，思考力・判断力・表現力の育成や知識・技能の習得につながる意味のあるやり

とりが英語で行われる活動が展開できるようにした（表９）。 
具体的には，「気付き」のプロセスの視点も取り入れ，児童に興味をもたせ，児童が身近

な場面や物と結び付けられるような課題にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ スキットの工夫 
導入では，児童に慣れ親しんだ表現がどのような場面で使えるのかを児童に意識させるた

めに，使われた表現を使ってみたいと興味をもったり様々な伝え方に触れたりすることがで

きるよう，ＡＬＴとＨＲＴによるスキットの内容を工夫し，認知プロセスごとに位置付けた

（表10）。 
その際，何とかして伝えようとする意欲を高めるために，絵やジェスチャー等による伝え

方を知る機会も取り入れた。また，どのような場面であったか，どのように伝えればよいか

などを児童同士で話し合わせる時間も設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
エ 文字の使用と掲示物の工夫 

      児童が，認知プロセスの中で，表現により慣れ親しむことが

できるよう，文字の使用と掲示物の工夫した。その際，児童が

音と文字に自然に触れられるように留意した。具体的には，単

元の最初に出合った表現や語彙は，何回も聞いて音に十分慣れ

親しんだ後に文字を指で追わせるなど，児童の意識を文字にも

向けさせるようにした。掲示用のカードにも文字を表記し，児

表９ 取り扱った場面と設定した課題 

単元名 取り扱った場面・設定した課題 

When is your 
birthday? 

・ 児童と同じ誕生日の人や物を提示して，“When is your birthday?”，
“My birthday is ～?”という表現に触れられるようにした。 

・ 外国語活動教室に掲示するカレンダーを作成するために全校児童と
全職員の誕生日を調べるという課題を設定した。 

Turn right. 
・ 導入での掲示用カードは，伊佐市の写真を使用して作成した。道案
内をする活動でもそのカードを活用した。 

・ 伊佐市の道案内をするという課題を設定した。 

What time do 
you get up? 

・ 自分の一日の生活を振り返らせながら，学習する動作を想起させた。 
・ 児童同士で生活時間を聞き合うような場面を設定し一日の生活を友
達と比べるという課題を設定した。 

表10 スキットのタイトル 

単元名 認知プロセス スキットのタイトル【目的】 

When is your 
birthday? 

気付き 
・ 自分と同じ誕生日の有名な人（物）は誰（何）。 
【生活場面と結び付けさせる】 

理 解 ・ あなたの誕生日を教えて。【興味をもたせる】 
内在化 ・ 先生の誕生日を尋ねてみよう。【興味をもたせる】 

Turn right. 

気付き ・ これは，伊佐市にある建物だ！【生活場面と結び付けさせる】 

理 解 

・ アメリカで「マクドナルド」に行きたいのに伝わらない。どう
すればいいのだろうか。 
【絵，ジェスチャー，別の言葉で言い換える等を考えさせる】 

内在化 
・ 郵便局の場所を聞かれたけど，すぐ近く。どうする!? 
【連れて行く言い方やジェスチャーを考えさせる】 

What time do 
you get up? 

気付き 
・ どうして眠そうなの？何時に起きたの？ 
【生活場面と結び付けさせる】 

理 解 ・ 誰の一日でしょう。【興味をもたせる】 

内在化 
・ 日曜日に待ち合わせて本屋に行こう。何時に起きるの？ 
【生活場面と結び付けさせる】 

 

図 11 文字入りの掲示物 
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童が継続的に文字に触れることができるよ

うにしたり，ＡＬＴの発音を聞きながら確

認できるようにしたりした（図11）。 
また，児童一人一人の実態や単元の学習

過程の中で，掲示するカードを変える必要

があると考え，「イラストのみ」，「イラスト

と文字の組合わせ」，「文字のみ」の３種類

を用意して，使用する場面が明確になるよ

うに整理した（表11）。 

文字をなぞるワークシートについても，文字を中心にしたものと，文字とイラストを対応さ

せたものの２種類を作成した（写真１）。 
なお，文字を掲示する際は，中学校で生徒が書く時に用いる字体を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  見通し，振り返りの工夫【工夫２】   
児童が認知プロセスに沿った授業の見

通しをもったり，目的を理解して活動に

取り組んだりできるよう，板書を工夫し

た。 
第１時には，単元全体の学習計画を児

童と共に考えた。そして第２時からは，

その学習計画を掲示し，本時のめあてや

ゴールへの見通しが分かるようにした。 
授業では，１時間の流れが分かるよ

う，学習計画とその時間の目的をイラス

トと短い言葉で掲示した（表12）。 
個々の活動に取り組ませるに当たっ

ては，活動名とその目的を表したイラス

トを提示して，学習過程と活動の目的も

確認させるようにした（表13）。 

その際，活動の目的のイラストには，

コミュニケーションを図ることに意識

を向けさせるために，認知プロセスだけ

ではなく，「相手を見てしっかりとあい

さつする。」，「友達と協力する。」という

視点も加えた。板書では，コミュニケー

ションを図る時に大切な視点を常に掲

示した（図12）。 

 

表11 掲示用カードの種類と使用する場面 

カードの種類 使用する場面 

イラストのみ 

・ 第１時 
(英語を聞くことを重視
する場面) 

・ 統合の活動 

イラストと文字 
・ 第２時か第３時から通

常の活動場面で使用 

文字のみ ・ 統合の活動 

表12 提示する言葉と目的 

提示する言葉 １単位時間の目的 

 ・ 英語をよく聞く。 

 ・ 聞こえた音をできるだけ忠

実に真似する。 

 ・ 言えるようになった言葉を 

 繰り返し使って話す。 

よく聞く 

そっくり 

どんどん 

表13 イラストの示す目的 

イラスト 目 的 

 ・ 相手をしっかり見てあいさつをす

る。 

 ・ 文化や語彙に関して，相違点に気

付いたり，考えたりする。 

 ・ しっかり聞く。 

 ・ 友達と協力して活動に取り組む。 

 ・ しっかり声を出して真似する。 

・ しっかり声を出して話す。 

写真１ 文字をなぞるワークシート（左：Lesson 3 右：Lesson 5）
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板書と同じイラストを載せて，活動

の目的が分かりやすいようにした。 

どの活動でどのようなことができるように
なったかを書くことで，達成感を味わえるよ
うにした。 

児童が，一つずつ言いながら，慣れ親し
みの段階を毎時間自分で確認して，学習の
積み重ねを感じられるようにした。 

本時の活動を時系列に並べた。学習内容の部分には，

それぞれの活動の目的を示した。 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

また，定着につながりやすい活動を自分で把握させたり，活動内容を振り返り，学習の積み

重ねを実感させたりするために，毎時間，振り返りシートを作成して活用させた（図13）。活動

を振り返る欄は，授業で活動した順に並べた。このことにより，児童は，認知プロセスに沿っ

て自分の学習の意識を振り返ることができ，教師は，認知プロセスごとの児童の様子や実態を

把握することができた。シートには，どの程度表現に慣れ親しむことができたかを確認する欄

も設定し，教師，児童共に，表現への慣れ親しみの程度を確認し，次の時間の活動につなげら

れるようにした。なお，認知プロセスに合わせて，表記の仕方を変更した（図14）。 
さらに，児童が５年時からの外国語活動の中での積み重ねを感じて，達成感を味わったり慣

れ親しみの度合いを自分で確認できたりするように，児童用のチェックリストを作成した（図

15）。慣れ親しんだ語彙でできることに重点を置いて作成し，項目ごとに色を塗ってチェックが

できるようにした。また，外国語活動ファイルを作成し，振り返りシートは毎時間綴じさせ，

チェックリストは表紙裏に貼らせて，児童が，自分でチェックできるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

図12 板書の工夫 

図13 振り返りシートの実際 

イラストと活動名で，それぞれの活動の
目的を示す。 

単元の学習計画を掲示して，本時の
目的をもたせる。 

コミュニケーションの
工夫 
・ アイコンタクト 
・ クリアボイス 
・ スマイル 

単元の学習計画を掲示して，本時の
目的をもたせる。 慣れ親しむ表現を文字で掲示する。 
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(5) 単位時間ごとの学習内容をつなぐ工夫【工夫３】  
    児童が日常的に英語に触れ，基本的な表現により慣れ親しむことができるよう，授業以外の

取組として，単位時間ごとの学習内容をつなぐ工夫した。 
具体的には，チャンツに触れる時間を毎日設定した。チャンツに要する時間は短く，児童へ

の負担は軽い。そこで，学級担任の協力をもらい，朝の会や帰りの会などで流し，認知プロセ

スに沿って，「聞く」や「聞いて繰り返す」，「歌う」などの目的を設定して取り組ませた。 
また，タブレット端末で，児童が，学習した表現や語彙に日常的に触れることができる教材

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１時】 
しっかりと聞けたか
をチェックさせる。 
イラストのみにした。

【第２時】 
しっかりと真似でき
たかをチェックさせ
る。 
文字を表記した。 

【第３～５時】 
しっかりと言えたか
をチェックさせる。
文字を表記した。 

図14 慣れ親しみを振り返る部分の工夫 

図15 チェックリスト 
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を開発した。以下のような内容を学習ごとに作成し，児童が，自分の認知プロセスに応じて，

選択しながら活用できるようにした（図 16）。 
日常的に児童が英語に触れる機会を設けるために，単元で扱う表現や語彙を他の教科や場面

でどのように扱うことができるかをまとめ，単元の指導案に明記し，教師が意図的に児童の認

知プロセスに沿って，様々な場面で英語を使うようにした。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 検証授業の実際 

   以下の学習指導の工夫の効果を検証するために２回の検証授業を実施した。 

１回目は６月に行い，そこでの成果と課題を踏まえ，２回目を10月～11月に行った。以下にそ

の実際を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 検証授業Ⅰの実際“When is your birthday? ”（６月実施） 

ア 単元目標 

    ○ 積極的に誕生日を尋ねたり，誕生日を答えようとしたりしている。 

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 

    ○ 英語での月の言い方や，誕生日を尋ねたり答えたりする表現や語彙に慣れ親しむ。 

【外国語への慣れ親しみ】 

    ○ 世界と日本の祭りや行事に興味をもち，時期や季節の違いに気付く。 

【言語や文化に関する気付き】  

   イ 取り扱う文例と語彙例（板書で児童に示した文字と同じ書体を使用） 

文例 語彙例 
When is your b irthday? 

My birthday is ～ ．  

月（ January, February , March, Apr i l ,  May, June , Ju ly 

August , September, October , November , December）  

序数 （first , second, … , th ir ty-f irst）  

 

【工夫１】  認知プロセスを踏まえた学習活動の工夫 

       ア 単元の指導計画における活動の内容と位置付けの工夫 

       イ 課題設定の工夫 

       ウ スキットの工夫 

       エ 文字の使用と掲示物の工夫 

【工夫２】   見通し，振り返りの工夫 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日ごとの学習内容を示す。  プレゼンテーションソフトのスライド形式で掲示される
イラストや字を見て言う。分からなかったらスピーカーの
イラストを押すと音声が流れる設定にしてある。 

図16 タブレット端末の教材と休み時間に使用している児童の様子 
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ウ 単元の実際 

(ｱ)  単元の指導計画【工夫１】ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 授業の実際 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時

間 学習課題と主な活動内容 
認知プロセス 

文例 語彙例 

第 
１ 
時 

 
 
 
・ スキット     ・ チャンツ 

気付き 
理解 

月 
気付き・理解 

 

第 
２ 
時 

 
・ 並べようゲーム  ・ カルタゲーム 
・ 日付ビンゴ 

理解 
内在化 

月 
理解・内在化 
日付 
気付き・理解 

第 
３ 
時 

 
 
・ フラッシュ教材  ・ ミッシングゲーム 
・ インタビューゲーム 

理解 
内在化 

月 
内在化・統合 
日付 
理解・内在化 

第

４

時 

 
・ フラッシュ教材  ・ ステレオゲーム 
・ スリーヒントクイズ 

内在化 
統合 

月 
内在化・統合 
日付 
内在化・統合 

時間 主な学習活動【認知プロセス】 具体的な指導【視点】 

第 
 
1 
 
時 

 

１ 挨拶をする 
２ スキットを通して，自分と同じ誕生日の様々
な人や物を知る。 
・ 理解できる表現を聞いて，音に注意を向け
る。【気付き】 

・ 何度も同じ表現を聞いて，意味や言い方の
仮説を立てる。【理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 児童と同じ誕生日の人や物の写真
を提示して，自分の生活と結び付け
させる。【工夫１】イ 

● ＡＬＴと担任で，誕生日のスキッ
トを何度も行いながら，音に意識を
向けさせ，児童が仮説を立てられる
ようにする。【工夫１】ウ 

３ 単元の見通しをもつ。 
 
 
４ 学習計画を立てる。 
５ 今日のめあてを立てる。 
 
 

● １の活動で示した人や物を入れた
カレンダーを提示して，児童の意欲
を高め外国語活動の教室に飾るとい
う目的をもたせる。【工夫１】イ 

● 学習計画を立てることで，単元の
見通しをもたせ，板書で本時の見通
しをもたせる。【工夫２】 

６ 行事と月のイラストを結ぶ。 
 （Hi, friends! 2） 
・ 月の表現を何度も聞く。【理解】 

７ チャンツを聞く。【理解】 

● 聞く活動を中心とする。 
【工夫１】ア 

 
● 自然と英語を繰り返してもよいこ
とにする。【工夫１】ア 

８ 振り返りをする。  ● 振り返りシートで，児童の活動へ
の取組を把握する。【工夫２】 

月と日付の英語はどのような言い方をするのだろう。 

誕生日を聞いたり答えたりするときは，どのような言
い方をするのだろう。 

誕生日カレンダーの内容を友達と伝え合おう。 

「月」の言い方はどのような言い方をするのだろう。 

外国語教室に飾る誕生日カレンダーを作ろう。 

「月」の英語は，どのような言い方をする 
のだろう。 

 外国語教室に飾るカレンダーを作ろう。 

 

 誕生日を言うときは， 
My birthday is～.と言う 
のかな。 
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第 
 
２ 
 
時 

 

１ 挨拶をする。 
２ スキットを見る。 
３ 今日の学習を知る。 
 
 

●  自分の誕生日を伝えるスキットを見
せて，意欲をもたせる。【工夫１】ウ 

● 学習計画を提示して，児童に見通
しをもたせる。【工夫２】 

４ チャンツを聞く。【理解】 
５ 並べようゲーム（月）【理解】 
 
６ カルタゲーム（月・読み手と取り手） 

【理解・内在化】 
 

７ 日付の言い方を聞いて，違いを見付ける。 
【気付き・理解】 

８ ビンゴゲーム（日付）【理解】 

● 月の表現を児童に聞いたり真似さ
せたり，試しに使わせたりして，自分
の仮説を確認させる。【工夫１】ア 

● カルタゲームは，ＡＬＴとＨＲＴが
うまく言えない児童のいるグループに
入り，一緒に活動する。【工夫１】ア 

● 日付の表現は，聞いて仮説を立て
る活動を中心にする。【工夫１】ア 

● 数字と日付の文字を示して，視覚的
にも違いに気付かせる。【工夫１】エ 

● ビンゴゲーム   
をしながら日付
の言い方を何回
も聞く。 
【工夫１】ア 

９ 振り返りをする。 ● 振り返りシートに文字を載せる。 
【工夫１】エ 

● 振り返りシートで，児童の活動へ
の取組を把握する。【工夫２】 

第 
 
３ 
 
時 

１ 挨拶をする。 
２ 今日の学習を知る。 
 

● 先生の誕生日を尋ねるスキットを行
う。【工夫１】ウ 

● 学習計画を提示して，児童に見通し
をもたせる。【工夫２】 

３ 月が扱われている英語絵本の読み聞かせを
聞く。 

４ チャンツ，フラッシュ教材で確認する。
（月・日付）【理解・内在化・統合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ インタビューゲーム【理解・内在化・統合】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
６ ミッシングゲーム【理解・内在化・統合】 

● 第２時までに立てた仮説を確かめる
活動を中心とする。【工夫１】ア 

● 文字付きのカードを掲示しながら
「理解」，「内在化」の補助になるよ
うにする。【工夫１】エ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●  月と日付の表現をゲーム等で何度
も言わせ，児童自身に自分の仮説を
確認させる。【工夫１】ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●  瞬時に言うことを目標とさせるが
言えない児童は友達と相談してもよ
いことにする。【工夫１】ア 

７ 振り返りをする。 ● 振り返りシートに文字を載せる。 
【工夫１】エ 

● 振り返りシートで，児童の活動へ
の取組を把握する。【工夫２】 

 

 誕生日を聞いたり答えたりするとき
は，どのような言い方をするのだろう。 

 月と日付の英語は，どのような言い方を
するのだろう。 

教師: (カードを交互に見せながら) 
   “five”  “fifth”  
児童１: ５の言い方が変わってる。 
児童２: “th”って聞こえる。 
児童３: 日にちと数字は違うんだ。 

フラッシュ教材の語彙
のみのカードを見て，ど
んどん言う。 

 18日は，何と言うのだったかな？  
友達に伝わったぞ！ 

 January 
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   エ 検証授業Ⅰの分析と考察 

(ｱ) 成果と課題（○は成果，△は課題） 

ａ 認知プロセスを踏まえた学習活動の工夫【工夫１】  
          ○ 認知プロセスに沿って授業を行ったことで，教師にとって単位時間ごとの視点が明

確になり，児童も単元全体を通して，基本的な表現や語彙にスムーズに慣れ親しむこ

とができていた。   
○ 「気付き・理解」の過程で聞く活動を重視したことで，聞くことの重要性を意識し

て，聞くことを楽しむ児童が増えた。 
○ 「統合」の過程で，基本的な表現を瞬時に言える児童が増えていった。 
○ 学校全員の誕生日カレンダーを作るという身近な課題をゴールにすることで，興味

をもって活動に取り組んでいた。 
○ 文字の掲示は，聞く活動を苦手とする児童に対する手立てとして有効であった。 
△ 「内在化」の過程で，仮説を確かめる活動への取組に個人差が出たことから，児童

が積極的に英語を使おうとする活動の工夫が必要である。 
△ より「統合」を図るために，「統合」の過程において，定着した表現を，状況に応

じて選択して使う場面や活動の設定が必要である。 
△ 英語を自ら使うことに消極的な児童も見られるため，絵やイラスト等で伝える場面

をスキットで提示したり，絵やイラストを使ってＡＬＴと交流する活動等を設定した

りする必要がある。 

△ スキットの内容を聞き取る力に個人差が見られるため，友達と確認し合う場面を設

定し，「分かる」喜びを感じさせる必要がある。 

△ 文字に不慣れな児童が混乱してしまう姿が見られたため，文字を取り扱う際の留意

点を明確にする必要がある。 

  

第 
 

４ 
 

時 

１ 挨拶をする。 
２ 今日の学習を知る。 
 
 

● 学習計画を提示して，子供たちに
見通しをもたせる。【工夫２】 

● 学校全員の誕生日カレンダーを
仕上げるという課題で興味をもた
せる。【工夫１】イ 

３ 月の英語絵本の読み聞かせを聞く。 
４ チャンツとフラッシュ教材で確認する。 

【内在化・統合】 
５ 学校全員の誕生日を記載したカレンダーを
全体で確認する。 

 
６ ステレオクイズ【内在化・統合】 
 
 
７ スリーヒントクイズ【統合】 
 
 
 
 

● 内在化された表現の中から，適
切な表現を選んで発表する活動を
中心とする。【工夫１】ア 

● 文字付きのカードを掲示して，
「内在化」，「統合」の補助にな
るようにする。【工夫１】エ 

● ステレオクイズでは，調べた友達
の誕生日を３人同時に言う。聞いて
いる児童は，カレンダーを見ながら
選択して答える。【工夫１】ア 

 
 
 
 

８ 振り返り 
 

● 振り返りシートに文字を載せる。 
【工夫１】エ 

● 振り返りシートで，児童の活動へ
の取組を把握する。【工夫２】 

 誕生日カレンダーの内容を友達と伝え合おう。 

スリーヒントクイズ：誕生日カレンダーを使いながらスリーヒントで誰のこと
を言っているかを考え，その人の誕生日を答える。 
教師：Hint 1  I’m a teacher.  

Hint 2  I’m a woman.  
Hint 3  I can play the piano. 

児童：○○先生だ。 
児童：（カレンダーを見ながら）○○先生の誕生日は○月○日だよ。 
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単位時間での活動ごとの成果と課題については次の表にまとめた（表14）。課題が出て 

きた活動は改善し，次の検証授業で検証することとした。 

 

活動名 認知 
プロセス ○は成果，△は課題 

チャンツ（聞く） 気付き ○ 聞かせることで，音に意識を向けることができた。 
並べようゲーム 
 

理 解 △ 文字の入ったカードを掲示していたため，児童が文字を
見て活動をしてしまい，聞く活動につながらなかった。 

カルタゲーム 
（読む・取る） 

理 解 
内在化 

△ 語彙を聞く活動が不十分だったため，戸惑う児童が見ら
れた。スピードを競うため，個人差に対応したグループ分
けが必要であった。 

日付ビンゴ 理 解 △ 「並べようゲーム」と同様。 
チャンツ（歌う） 
 

内在化 
統 合 

○ 自然と月の表現に慣れ親しんでいた。 
△ 誕生日のやりとりの表現には十分に慣れ親しめなかった。 

フラッシュ教材 内在化 
統 合 

○ スピードを変えることで，一人一人が達成感を味わいな
がら取り組めた。 

△ 月の表現のみになってしまった。 
ミッシング 
ゲーム 

内在化 
統 合 

○ 瞬時に答えることを意識させることで，慣れ親しみの程
度を高めることにつながった。 

○ 表現への慣れ親しみの程度を自分で把握できていた。 
インタビュー 
ゲーム（定型） 

内在化 
統 合 

○ 表現への慣れ親しみの程度を自分で把握できていた。 
△ 英語を使う自信の差から，取組への個人差が出てきた。 

ステレオゲーム 
 

内在化 
統 合 

○ 伝える側は，前に出てクイズを出し，友達が答えること
で伝わる楽しさを味わえた。 

○ 答える側は，分かる楽しさを味わっていた。 
スリーヒント 
クイズ（答える） 

内在化 
統 合 

○ ヒントを聞いてすぐに答えることを意識することで，慣
れ親しんだ表現を使う学習になっていた。 

ｂ 見通し，振り返りの工夫【工夫２】      
○ 板書を工夫することで，児童が見通しをもち，活動の目的を意識しながら学習でき

るようになった。 

△ どの活動が基本的な表現の定着に有効であるかをより正確に把握するために，振り

返りシートの内容や取扱いの工夫が必要である。 

(ｲ) 分析と考察 

       検証授業Ⅰの成果と課題を踏まえ，検証授業Ⅱは工夫ごとに以下の具体的な改善を図り

ながら実施することとした。なお，【工夫１】，【工夫２】を中心に授業を行った結果，【工

夫３】も必要と考えて新たに設定し，検証することとした。（※は具体的な方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【工夫１】 認知プロセスを踏まえた学習活動の工夫 
     ア 単元の指導計画における活動の内容と位置付けの工夫 

※ 「内在化」の過程での仮説を確かめる活動の改善 
※  「統合」の過程での定着した表現を状況に応じて，選択して使う場面
や活動の設定 

※ 絵やジェスチャーなどで伝える場面やＡＬＴと交流する活動の設定 
※ 活動内容の改善と検証 

     イ 課題設定の工夫 
     ウ スキットを取り入れた活動 

※ スキットの内容を児童同士で確認する場の設定 
     エ 文字の使用と掲示物の工夫 

※ 文字を提示する順番や提示の方法の改善 
【工夫２】  見通し，振り返りの工夫 

※ 定着に有効な活動をより正確に把握するための振り返りシートの改善 
【工夫３】 単位時間ごとの学習内容をつなぐ工夫 

※ 児童が基本的な表現に触れる機会を継続的に設定する場面の工夫 

 

表14 検証授業Ⅰで行った活動ごとの成果と課題 



- 20 - 

 

(2) 検証授業Ⅱの実際“What time do you get up? ”（10～11月実施） 

      ア 単元目標 

    ○ 積極的に自分の一日を紹介したり，友達の一日を聞き取ったりしようとする。 

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 

    ○ 生活を表す表現や，一日の生活についての時刻を尋ねる表現や語彙に慣れ親しむ。 

【外国語への慣れ親しみ】 

    ○ 世界には時差があることに気付き，外国の生活に興味をもつ。 

【言語や文化に関する気付き】    
   イ 取り扱う文例と語彙例（板書で児童に示した文字と同じ書体を使用） 

文例 語彙例 
What t ime do you get up? 
I  get up at 7. 

１～６０（既習事項） 
動作：get up，play basketball，eat dinner，swim，take a bath，watch TV 
clean my classroom，play the piano，go home，eat breakfast，eat lunch 
go to school，study at school，play soccer，go to bed，study at home 

ウ 他教科等との関連【工夫３】 

教科・場面 扱 え る 表 現 
朝の会 What time do you get up?    What time do you go to bed? 

What time do you eat breakfast?  What time do you study at home?   
What time do you go to school? 

給食時間 eat lunch，eat～(食べ物) 
掃除時間 clean my classroom 
帰りの会 go home 
体育 play basketball，play soccer，play～（スポーツ，種目） 
音楽 play the piano，play the～（楽器） 
各教科 study at school，Open your textbooks to page～．（数字） 

エ 単元の実際 

(ｱ)  単元の指導計画【工夫１】ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間 学習課題と主な活動内容 認知プロセス 

文例 語彙例 

第 
１ 
時 

 
 
 
 
・ スキット ・ 動作を日本語で言う 
・ ライン  ・ おはじきゲーム 

気付き 

理解 
数   
理解・内在化 
動作  
気付き・理解 

第 
２ 
時 

 
 
・ チャンツ ・ クラップゲーム 
・ ジェスチャーゲーム 

理解 
 

数 
理解・内在化・統合 
動作  
理解・内在化 

第 
３ 
時 

 
 
 
・ チャンツ  ・ ジェスチャーゲーム 
・ 「20を言ったらダメよ」ゲーム 

理解 
内在化 

数 
内在化・統合 
動作 
理解・内在化・統合 

第
４
時 

 
 
・ フラッシュカード  
・ ミッションゲーム 

理解 

内在化 

統合 

数 
内在化・統合 
動作 
理解・内在化・統合 

第
５
時 

 
 
・ チャンツ ・ フラッシュカード 
・ ミッションゲーム 

内在化 

統合 

 

数 
内在化・統合 
動作 
内在化・統合 

一日の生活でしていることは，どのように表現するのだろう。 

何時に何をしているかは，どのように聞いたり答えたりするの
だろう。 

一日の生活では，どのようなことをしているだろう。 

友達と一日の生活を比べよう。 

一日の生活について友達とやり取りしよう。 

一日の生活について発表し合って，友達のことを知ろう。 
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    (ｲ) 授業の実際 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 主な学習活動【認知プロセス】 指導上の留意点【工夫】 

 
第 

 
１ 

 
時 

 

１ 挨拶をする。 
２ スキットを通して，何かをする時間につ
いてのやりとりを知る。【気付き】 

 

● （時計を動かしながら）起きる時間
を聞くスキットをする。【工夫１】ウ 

 
● どんな場面で，どんな言葉が聞こえ
てきたかを尋ねる。【工夫１】ウ 

３ 単元の見通しをもつ。 
 
 
４ 学習計画を立てる。 
 ・ 時刻（数字）と動作が言えるようにな

ればいいことに気付く。 
５ 今日のめあてを立てる。 
 
 

● 友達と一日の生活を比べるという課
題で興味をもたせる。【工夫１】イ 

 
● 単元全体の学習計画を立てさせるこ
とで見通しをもたせる。【工夫２】 

 
● 聞く時間であることを，板書の掲示
物で確認する。【工夫２】 

６ 一日の生活を振り返りながら，どのよう
な動作をしているか考え，日本語で発表す
る。(動作)【理解】 

 
 
７ ラインゲームをする。（数字） 

【理解・内在化】 
 
 
８ おはじきゲームをする。（動作）【理解】 
 

● 児童が言った動作を英語で言いなが
ら，イラストカードを貼っていく。難
しい時はジェスチャーで示す。 

【工夫１】ア 
● 文字の入っていないイラストのみの
カードを提示する。【工夫１】エ 

● ２チームに分け，各チームにＡＬＴ
とＨＲＴが付き，一人一人の発音の支
援や発音の確認を行う。【工夫１】ア 

● 音に親しませるために，最初はイラ
ストを見せずに音声とジェスチャーの
みで行う。【工夫１】ア 

９ 振り返りをする。 ● 振り返りシートで，児童の活動への
取組を把握する。【工夫２】 

第 
 

２ 
 

時 
 

１ 挨拶をする。 
２ スキットを見る。 
 
 
３ 今日の学習を知る。 
 
 
 

● 教頭先生の一日を紹介するスキット 
をして，誰の一日かを考えさせる。 

【工夫１】ウ 
● 学習計画を提示して，児童に本時の
見通しをもたせる。【工夫２】 

● 英語をじっくり聞いて，真似したり
話したりする時間であることを，板書
の掲示物で確認する。【工夫２】 

４ チャンツを聞く。【理解】 
 
５ クラップゲームをする。（数字） 

【理解・内在化・統合】 
 
 
 
 
 
 
６ ジェスチャーゲームをする。（動作の語彙）

【理解・内在化】 
 

● チャンツを聞かせて，文例の仮説を
立てさせる。【工夫１】ア 

● 一人一人の実態をしっかりと把握し
て，定着度に応じてグループを分け児
童同士で助け合わせたり，教師が一緒
に活動したりする。【工夫１】ア 

 
 
 
 
●  友達と考えながら答えてよいことを
伝える。【工夫１】ア 

７ 振り返りをする。 

 

● 振り返りシートに文字を載せる。 
【工夫１】エ 

● 振り返りシートで，児童の活動への
取組を把握する。【工夫２】 

 HRT: I’m sleepy. 
 ALT: Oh! What time do you get up? 
 HRT: I get up at 5. 
 ALT: At 5? Why? 
 HRT: Because I must write kanji.  

一日の生活でしていることは，どのように表現するのだ
ろう。 
 

 一日の生活でしていることは，どのように表
現するのだろう。 

 

友達と一日の生活を比べよう。 
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第 
 

３ 
 

時 

１ 挨拶をする。 
２ スキットを見る。 
３ 今日の学習を知る。 
 
 
 

● 待ち合わせのスキットを見せる。 
【工夫１】ウ 

● 学習計画を提示して，児童に本時の
見通しをもたせる。【工夫２】 

● 英語を繰り返し使う時間であること
を，板書の掲示物で確認する。 

【工夫２】 
４ チャンツを歌う。【理解・内在化】 
 
５ 「20を言ったらダメよ」ゲームをす

る。（数字）【内在化・統合】 
６ ジェスチャーゲームをする。 

（受け答え）【理解・内在化・統合】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● チャンツの言葉を文字で提示して確
認させる。【工夫１】エ 

● 意図的にグループ分けをして，担任
とＡＬＴが支援する。【工夫１】ア 

● 一人で答えが分かることを目指すこ
とを確認する。児童が答えた後に，Ａ 
ＬＴが再度発音して，確認する。 

【工夫１】ア 

 
７ 振り返りをする。 ● 振り返りシートに文字を載せる。 

【工夫１】エ 
● 振り返りシートで，児童の活動への
取組を把握する。【工夫２】 

第 
 

４ 
 

時 

１ 挨拶をする。 
２ 今日の学習を知る。 
 
 

● 学習計画を提示して，児童に本時の
見通しをもたせる。【工夫２】 

● 「どんどん話す」時間であることを
板書の掲示物で確認する。【工夫２】 

３ フラッシュカードに答える。 
【理解・内在化・統合】 

４ 自分の一日をまとめて，ペアで練習す
る。 
【理解・内在化・統合】 

５ ミッションゲームをする。 
【理解・内在化・統合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● やりとりをするフラッシュカードを
提示する。【工夫１】ア 

● やり取りをして，仮説を確かめる活
動を設定する。【工夫１】ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 振り返り ● 振り返りシートに文字を載せる。 
【工夫１】エ 

● 振り返りシートで，児童の活動への
取組を把握する。【工夫２】 

 何時に何をしているかは，どのように
聞いたり答えたりするのだろう。 

 

児童１：(ジェスチャーをする。) 
児童２：起きてる！ 
（一人一人考えた後，グループで確認） 
グループ： 

What time do you get up? 
児童１：I get up at 6:30. 

一日の生活について友達とやり取りしよう。 

 児童１: 『家に帰って一番早く勉強を始め 
る人は？』って，何を聞けばいいか
な？ 

 児童２: 家で勉強するだから‟study at home.”
だね。 

 児童３: ‟What time do you study at home?”と
聞いていけばいいね。 

  
 

  
 

ミッション 
家に帰って一番早く勉強を始める人は？ 

児童１：Hello. 
What time do you study at home? 

児童２：Study at home? I study at home at 5. 
児童１：（シートを見せて）５？ 
児童２：Yes． 
児童１：Thank you． 
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オ 検証授業Ⅱの分析と考察 

(ｱ)  成果と課題（○は成果，△は課題） 

           ａ 単元の指導計画における活動の内容と位置付けの工夫【工夫１】 
○ 「内在化」と「統合」の過程の活動を２時間続きで行ったことで，児童が活動に

じっくりと取り組むことができ，基本的な表現に慣れ親しむことができた。 
○ 絵やジェスチャー等で伝える場面やＡＬＴと接する活動を増やすことで，児童が

楽しんで伝える姿が見られるようになった。 

○ 友達の生活について知るという課題を設定することで，児童が興味をもち，伝え

合おうとする姿が見られた。 
○ スキットの内容を友達と確認する時間を設定することで，ある程度理解できる音

声を理解しようとする意識が高まってきた。 
○ 文字の提示の順番や提示の方法を明確にすることは，児童の活動を活性化させる

のに有効であることが分かった。 
△ ４～５時間扱いの単元で「統合」まで至ることが難しい面もあり，定着の度合い

に個人差が見られた。 
ｂ 見通し，振り返りの工夫【工夫２】 

○ 振り返りシートの自己評価欄に，評価ごとの言葉を加え，より細かく振り返るこ

とができるように工夫をしたことで，児童も学習を振り返りやすくなり，教師も児

童の実態や活動の効果を確認することができた。 

ｃ 単位時間ごとの学習内容をつなぐ工夫【工夫３】  

○ 教師は，他教科等で扱える表現を整理したことで，日常生活の中でも意識しなが

ら学習内容をつなぐことができた。  

 

第 
 
 

５ 
 
 

時 

１ スキットを見て，友達と挨拶をする。 
２ 今日の学習を知る。 
 
 

● 学習計画を提示して，児童に本時の
見通しをもたせる。【工夫２】 

● 「どんどん話してパッと言う」時間で
あることを板書で確認する。【工夫２】 

３ フラッシュカードの活動をする。 
【内在化・統合】 

 
 
 
 
 
４ ミッションゲームをする。 

【内在化・統合】 
５ 時差について知ったり，他の国の生活につ

いて知ったりする。 

● フラッシュカードを提示する。 
【工夫１】ア 

 
 
 
 
 
 
● 発話の流れの例を掲示して，確認す
る。一人一人の実態を踏まえて，しっ
かり確かめたり瞬時に言ったりすると
いう目標を与える。【工夫１】ア 

 
 
 
 
 
 
 
 

６ 振り返り ● 振り返りシートに文字を載せる。 
【工夫１】エ 

● 振り返りシートで，児童の活動への取
組を把握する。【工夫２】 

 一日の生活について発表し合って，友達
のことを知ろう。 

 赤文字（質問）と青文字（答える）に分かれてカー
ドに書かれた少ない情報で，瞬時にやり取りする。 
例）What time do you get up? 
    I get up at 6:30. 

前時の活動で，よくできていた点を
動画で確認する。 
・ 笑顔  ・ 繰り返し  
・ 反応する 
前時の活動を振り返って，更に望ま

しい受け答えを目指して，発話の流れ
を確認する。【工夫１】エ 
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単位時間での活動ごとの成果と課題については次の表にまとめた（表15）。 

 

活動名 認知 
プロセス ○は成果，△は課題 

ラインゲーム 理 解 
内在化 

△ 既習の学習の振り返りが不十分であった。 

おはじきゲーム 
 理 解 ○ 聞くだけで活動ができた。音に親しませるために，イラス

トのみのカードが効果的であった。 
クラップゲーム 理 解 

内在化 
○ 試しに使ってみたり，うまく使えない時は周りの人が言う
表現を聞いたりして，取り組めた。 

ジェスチャー 
ゲーム 

理 解 
内在化 

○ ジェスチャーを見ながら友達と一緒に考えることで，一人
一人が仮説を立て直したり，確かめたりできていた。 

「20を言ったらダ
メよ」ゲーム 

内在化 
統 合 

○ 考えながら数を言うことで，慣れ親しんだ表現を選択して
使うことにつながっていた。 

ジェスチャー 
ゲーム 内在化 

統 合 

○ ジェスチャーを見ながら一人で考えることで，慣れ親しん
だ表現を選ぶ活動につながっていた。 

△ スピードを競う活動のため，パッと答えることができない
児童には少し難しかった。 

フラッシュ 
カード(受け答え) 内在化 

統 合 

○ 質問と答える側に分かれることで，児童自身でどれだけ使
えるかを確認できていた。 

△ さらに，身近な場面をカードに取り入れる等意味のあるや
りとりにできるような工夫が必要だった。 

ミッション 
ゲーム 内在化 

統 合 

○ ２時間続きで行うことで，よりコミュニケーションを意識
した活動ができ友達とのやり取りを楽しめていた。 

○ ミッションに合う表現を選ぶことで，慣れ親しんだ表現を
自分のものとして使う活動になっていた。 

(3) 事後調査の分析と考察 

６月に実施した実態調査と同じ内容の調査を

行い，児童の変容を把握し，それぞれの工夫の

有効性を考察することとした。 

ア ＡＬＴへの接し方の変容 

ＡＬＴと話す時に14人全ての児童が「英語

を使う」と答えた。活動の内容と位置付けを

工夫したことで，児童が，基本的な表現によ

り慣れ親しみ，使うことができる英語が増え

た結果，ＡＬＴと話す時に英語で話し掛けよ

うする意識が高まり，英語を使うことへの抵

抗が減ったからであると考えられる（図17）。 

イ 伝えたい事が伝わらない時の対応の変容 

図18から，伝えたい事が伝わらない時にで

も，様々な方法で何とか伝えようとする意識

が高まったことが分かる。実際に，何とか伝

えようとする児童の姿が見られるようになっ

てきたと考える。「友達や先生に聞く」という回答の増加については自分の仮説に誤りがあ

ると気付き，友達や教師の英語を聞き直す姿が多く見られたことから，仮説を立て直しなが

ら伝えようとする意識が高まったことによると考えられる。また，英語を使いながら，ジェ

スチャーやアイコンタクト，リアクション等の方法も取り入れる姿が見られるようになり，

コミュニケーションの方法も広がっていた。様々な伝え方を扱ったスキットを取り入れたこ

とにより，児童の伝えることへの意識が高められたと考えられる。 

表15 検証授業Ⅱで行った活動ごとの成果と課題 

図17 ＡＬＴへの接し方 

図18 ＡＬＴに伝えたい事が伝わらない時の対応
(複数回答） 
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ウ 活動に関するアンケート結果から見る児    

童の変容 

まず，「英語を聞いたり真似をしたりす

ることが，覚えたり使えたりするのに役に

立った」と答えている児童が，多いことか

ら，認知プロセスを踏まえた学習活動の工

夫をしたことで，児童が英語を身に付けて

いくための学習方法を理解し始めていると

考えられる（図19）。 

次に，「楽しい活動」についての回答で

は，「英語を聞く」，「スピーチや発表」，

「英語での会話」を選択した児童が増加し

ており，コミュニケーション活動への意識

も高まっている傾向が見られる（図20）。

児童の感想からも，「ぼくは大きな声で発

音に気を付けて言うことができた。」とい

う，活動の目的をもって活動している様子

や「友達や先生と英語で話をすると，嬉し

かった。」という，伝え合うことの楽しさ

を感じている様子が見られた（写真２）。

これは，課題設定の工夫により，児童が，

相手や活動の目的を意識して，活用のため

に習得する必要感を感じながら活動したこ

とや，見通し，振り返りの工夫により，達

成感を味わいながら定着した語彙を増やす

ことができたことが，コミュニケーション

活動への意識を高めたと考えられる。 

     さらに，児童の感想から，「これから，

母や妹にも英語のクイズや言葉を教えてい

きたいです。」と家庭で英語を使ったり，

家族に英語を教えたりしたいといった，伝

えたい思いが高まる様子が見られた（写真

３）。また，会話を得意だと感じている児

童も増えており，授業中に英語で会話をす

ることを楽しむ姿が見られるなど，コミュ

ニケーション活動への意識が高まってきた

傾向が見られる。授業以外の日常場面においても，家庭科でのミシンを使った学習で直線を

縫う時に“Go straight.”,体育の授業に行く時に“Let’s go to PE.”，給食を食べている時に

“Eat lunch.”など，既習の英語を使おうとする姿や英語を真似して書いてみようとする児

童も見られた。これは，文字の使用と掲示物の工夫や，単位時間ごとの学習内容をつなぐ工

夫により，日常的に英語に触れる機会が増え，使うことの楽しさを感じられるようになった

ことによると考えられる（図 21）。 

 

図19 役に立った活動（三つ選択） 

図20 楽しい活動（複数回答） 

写真２ 児童の感想Ａ 写真３ 児童の感想Ｂ 

図21 得意な活動（複数回答） 
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エ コミュニケーション活動への意識と学習内

容の定着度との関連の変容 

楽しくない活動で，コミュニケーションに     

関する活動を選んだ児童は，３人に減ってい

た（図22）。この３人を個別に分析すると，

楽しくないと感じた活動の数は減少し，楽し

くない理由として，苦手意識を挙げる児童も

減少していた（表16）。 

また，学習内容についても表現や語彙の定着度は，14人全ての児童が高かった。 

これらを踏まえ，コミュニケーション活動への意識と学習内容の定着度との関連をまとめ

ると，コミュニケーション活動への意識が高く定着度が高い児童が11人に増えており，表現

の定着度が高まることで，コミュニケーション活動への意識も高まっている傾向が見られた

（図23）。 

このことから，認知プロセスを踏まえ，基本的な表現の定着に焦点を当てた学習活動の工

夫を行うことは，自ら英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる手立ての一つ

になると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 月 11 月 
児童 楽しくない活動 理 由 楽しくない活動 理 由 
F 英語でのスピーチや発表 英語が分からなくて恥ずかしい 

なし なし 

G 
英語でのスピーチや発表 
会話 

英語は好きだけど会話が難しい 

H 英語でのスピーチや発表 苦手で，難しい 

I 
英語を聞く 
会話 

言葉を言ったり聞いたりする時
に発音が難しい 

J 英語を聞く 言っている意味が分からない 
K 会話 英語が話せない 

L 
英語でのスピーチや発表 発表が苦手だ 英語でのスピーチや発表 発表が嫌いだか

ら 

M 
英語でのスピーチや発表 
会話，英語を聞く 

難しくてできない 英語でのスピーチや発表 
会話 

難しいから 

N 
英語でのスピーチや発表
会話，英語を聞く 

苦手で，覚えられない 
よく分からない 

英語でのスピーチや発表 前に出たくない
から 

 

日常的な表現， 抽象的な表現共に定

着度は高い 

11人 
６月 11月 
A,B,C A,B,C,D,E,F,G,H,I,J,K 

 

低い 

図23 コミュニケーション活動への意識と定着度の関連の変容（アルファベットは，図７の児童を示す）

日常的な表現， 抽象的な表現

共に定着度が高い 

 ３人 
６月 11月 
F,G L,M,N 

コミュニケーション 
活動への意識 

学習内容の定着度 

高い 

低い 

高い 

日常的な表現の定着度は高いが，抽

象的な表現の定着度は低い     

０人 
６月 11月 
D，E ０人 

日常的な表現， 抽象的な表現

共に定着度は低い  

０人 
６月 11月 

H,I,J,K,L,M,N ０人 

表16 コミュニケーション活動への意識が低かった児童の変容 

A～Nは， 

児童を表す。 

図22 楽しくない活動（複数回答） 
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Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

  (1) 第二言語習得研究に基づく言語習得の過程を踏まえた単元の指導モデルを作成したことで， 

基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指導の工夫の在り方を明らかにすることができた。 

(2) 基本的な表現の定着に焦点を当てた学習指導を工夫したことで，児童は表現により慣れ親し

み，定着した表現や語彙を増やし，分かる喜びを味わうことができた。 

(3) 作成した単元の指導モデルを用いた授業では，基本的な表現の定着が図られ，授業中にＡＬ

Ｔや友達に英語で話し掛けたり，友達と楽しみながら英語で伝え合おうとしたりするなど，自

ら英語でコミュニケーションを図ろうとする児童の姿が見られるようになった。 

 

 ２ 今後の課題 

(1)  学習内容の定着度は高いが，コミュニケーション活動への意識が低い児童もいることから，

コミュニケーション活動を全員が楽しむことができるようにするために，学習活動の工夫や効

果的な活動の開発を継続しながら，新たな手立ても考えていく必要がある。 

(2)  児童が自分にとってより身近に感じ，表現や語彙を習得したいという意欲が高まる課題設定 

の工夫を，今後も継続していく必要がある。 

  (3) 本研究を基盤とし，高学年における教科化（文字指導等）へつなげるための外国語活動の指 

導の在り方を研究していく必要がある。 
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【担当所員の所見】 

 本研究は，自ら英語でコミュニケーションを図ろうとす

る児童を育成するために，基本的な表現の定着に焦点を当

てた学習指導の工夫に関する研究を行ったものである。 

 具体的には，第二言語習得の過程を明確にして基本的な

表現の定着に焦点を当てた単元の指導モデルを作成した。

また，「認知プロセスを踏まえた学習指導の工夫」，「見通し，

振り返りの充実」，「単位時間ごとの学習内容をつなぐ工夫」

の３工夫を設定して実践を行った。 

 その結果，自ら英語で話し掛けたり，伝え合おうとしたり

しながらコミュニケーション活動に取り組むという目指す

児童の姿に近付けることができた。 

 本研究は，英語によるコミュニケーションを苦手として

いる児童に，英語が分かり，伝わる喜びを味わわせたいとい

う思いを出発点とし，積極的に英語でコミュニケーション

を図ろうとする児童を育成する指導の在り方を明らかにし

ようとしたものである。 

本研究の特色は，学習内容の定着に焦点を当て，第二言語

習得研究の示す認知プロセスに基づき，単元の指導モデル

を構築した上で，単位時間の学習指導の工夫を行った点に

ある。理論研究では，授業を展開する上での留意点をまと

め，個々の活動を授業で効果的に取り入れることの大切さ

を明らかにしている。また，検証授業では，特に，導入場面

で聞く活動を丁寧に行うことや，英語による対話を行わせ

る場面で試行錯誤を繰り返す活動を大事にすることが，学

習内容の定着度や英語でのコミュニケーションに対する積

極性を高めることにつながることを明らかにしている。 

 現在，小学校における英語教育は，その拡充強化が目指さ

れており，今後は，中学年では活動型，高学年では教科型の

授業が導入される見通しとなっている。本研究は，この英語

教育改革の動向を踏まえている点から見ても意義深いもの

である。検証授業では，その成果が，自信をもって英語でコ

ミュニケーションを図る児童の姿として表れていた。今後

も，一人一人の児童に寄り添いながら，研究を深化させ，ま

た，還元を充実させていくことが期待される。 

 


